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第1章

　ADAS/⾃動運転（AD）において、Tesla、Waymo、NVIDIAによる競争が鮮明になっています。これまで
TeslaのビジョンE2E⽅式と、Waymoのセンサーフュージョンモジュール⽅式の⼤きく分けて2つのパターンに
よる技術展開でしたが2026年1⽉、Las�Vegasで開催されたCES�2026で、世界AI・半導体⼤⼿のNVIDIA
が、E2E�Reasoning※⽅式の⾃動運転ソリューションを発表。フルAIスタックの⾃動運転ソリューションを通じ
て、⾃動⾞業界で難題とされているレベル3以上の⾼度ADAS/ADの実⽤化を⼿助けするテクノロジーソリューシ
ョンプロバイダーとして野⼼的な計画を⺬しました。早速、NVIDIAはMercedes-Benz、GM、Hyundai�Motor
Groupといったレガシー⾃動⾞メーカー（OEM）との戦略的なパートナーシップを発表したほか、これら以外の
様々なOEMとADAS/ADの開発と実⽤化に向けて、提携を締結しております。2026年3⽉に開催された、
NVIDIA主催の世界的なAIカンファレンスのNVIDIA�GTC�2026には、上記OEMに加え、世界主要OEM/Tier1
が参加し、NVIDIAのソリューションを活⽤したレベル3以上（正確にはレベル4）のADAS/ADの実現を加速さ
せようとする様⼦が窺えました。NVIDIAは、⾃社AIプラットフォーム、シミュレーションなどのソリューション
を活⽤し、より⾼度なAIトレーニングとADAS/AD技術の⾼度化を図るとしています。これを通じてNVIDIAは、
ADAS/⾃動運転分野でリソースが不⾜している主要OEMの救世主としての取り組みを⼀段と鮮明にしました。
　NVIDIAの動きとは別に、Teslaはこれまで通り膨⼤な実⾛⾏データ（2026年内に100億マイルに到達する⾒
込み）を活⽤した独⾃のE2E⽅式を強化、2026年よりロボタクシーが本格化します。⼀⽅、Waymoについて
は、これまでのモジュール⽅式ADAS/ADから、E2Eに⽅向性を切り替える模様です。センシングだけに依存す
るのではなく、AIによる積極的な推論・判断・制御を強化し、⾃社技術の競争⼒向上を図るとしています。
　NVIDIAの動きに対し、⾃動⾞のADAS/AD分野はどのように変わるのでしょうか。NVIDIAのソリューション
プロバイダーとしてのビジネスが成功すれば、もはやTeslaは技術優位性と競争⼒を失い、Waymoもいずれ
NVIDIAのソリューションに取り込まれるでしょう。ただ、本当にNVIDIAがどこまで上⼿く進むのかは分から
ず、これからの動きと、主要OEMが実施中のテスト等を注視する必要があります。再びレベル3以上の
ADAS/AD、ロボタクシー分野が盛り上がる中で、業界と技術における今後の競争もより活発になるでしょう。
　このような背景から、世界主要OEMのADAS/自動運転の開発と実用化をめぐる現状と将来についてマルチクラ
イアント調査報告書「世界主要OEMのADAS/自動運転開発競争 2026」を発刊しました。主要自動⾞メーカ
ーおよび関連サプライヤーやパートナーのADAS/ADにおける動向確認、今後のADAS/⾃動運転、ましてや
SDV分野における予測・判断材料として、当報告書をご活⽤頂ければ幸いです。
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